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＜現状＞
高齢者層ほど参加率が大きくなっている。
高齢者が主な担い手となっている。

＜課題＞なぜ若者はボランティアに
参加しないのか

↓ ↓ ↓

興味があるけれど参加していない
忙しく、きっかけがない

現状、担い手が足りていない

チームのテーマ
「きっかけを作ってみる」

＜活動案＞
・学校・職場・地域イベントとセットで実施

例えば、学校では「昼休み30分でできる地域清掃」
清掃の時間を地域に活用！

地域では、「きさいや広場や学校の近くの
イベント」などに参加する！

＜仮説＞
きっかけを作ることで、

ボランティア参加への興味関心が生まれ、
担い手不足解消につながる！

↓ ↓ ↓

日振島の海洋ごみ収集ボランティアの参加時の写真
実績１ 宇和島南高校の生徒と交流を計画し実行

１つの高校だけでは
人数が少ない。

宇和島南・宇和島東
合同で活動に参加する

計画をした。

＜参加実績＞
日振島の海洋ごみ収集

ボランティア

きさいや広場の
イベント

↓ ↓ ↓

きさいや広場
のイベント→

←海洋ごみの
収集ボラン
ティア



実績２ 普通科とのコラボで地域貢献

子供向けのアプリを２種類制作
タップして気軽に楽しむことができる

＜今後の課題と展望＞
将来的に若者のボランティアへの意識向上

ボランティア参加率の向上を目指す
地域への関心を深め、地域貢献できるように活動していく。

11月2日(日)、地域イベント
「ワクジマ」にGL探究Ⅰチー
ム「にぎっ東」と家庭クラブ有
志が参加。おにぎり・アンケー
ト・ゲームを通して、宇和島市
の特産品や郷土料理への関心を
高め、地域の方々と交流を深め
ることができた。

しらすとりっこ
めざせ！たいめし職人

Formsを利用して、
参加フォームを作成。

将来的にオンラインで参
加者を募り、若者の参加
率向上を目指したい。

Formsの活用はまだのた
め、今後活用できるよう

にしていきたい。

ボランティアの規模を大きくして
団体の参加を促進したい


